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海外研修視察報告書  

 

平成 29 年 12 月 4 日  

 

長崎県議会議長  様  

長崎県議会議員 西川克己  

 

海外研修視察について下記の通り報告いたします。  

 

記  

 

１． 期 間 平成 29 年 11 月 21 日～平成 29 年 11 月 25 日  

２． 視察先 シンガポール共和国  

３． 視察目的  

シンガポールは、カジノの導入は遅かったが、観光振興で見本的に成功

している。  

カジノばかりでなくホテル・コンベンション・観光開発・空港・航空路

整備等について総合的に調査し、今後の長崎県の観光振興対策の参考にし

たい。  

４． 調査事項  

観光振興対策、航空路，カジノ（ＩＲ）、ホテルのグレート等  

 

５． 調査結果  

１１月２１日  

「長崎空港発着 直行便で行く シンガポール」  

「長崎から直行チャーター便で行くシンガポール」にＩＲを含むシンガポー

ルの観光振興対策を視察研修するため参加した。長崎市内の人々が多く、雲

仙市の｢女将｣さん達も観光ＰＲに参加していた。県北の人は少なかった。  

 

夜の観光に力を入れているシンガポールだけに、夜に見れる観光施設も多い。

今夜は、ＪＴＢがセットしたマリーナ地区を２階建てオープントップバスで

周遊。まず、マリーナベイサンズホテルに集合し、ライトアップされた巨大ツ

リー、音楽と光に包まれるショーは迫力満点だった。  

次に、マーライオン公園でライトアップされたマーライオン像やマリーナベ
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イサンズホテルの遠景を見物、その後 クリスマスイルミネーションで華や

かなオーチャードロードを車上から見物。  

長崎の夜景も、こんなに活かされないかなと思う。  

９時過ぎホテル着。 １日が終わった。  

 

 １１月２２日 １０：３０ ジェトロ訪問  

Raffles Quay       Hong Leong 

ラッフルズ クェイ １６、豊隆ビル ３８階  

 

所長 石井淳子  

 シンガポール共和国の概要をお聞きし、少々質問させていただいた。  

その中で、○シンガポールビジネスファンデーション（ＳＢＦ）  

○中小企業ファンデーション  

が、毎年開催されており長崎県も参加したらと助言された。  

日本食品はまだ 2.5％程度のシェアである。イチゴはほとんど韓国産であるが

美味しくないとの事である。また、日本食レストランは２，１００店あるそう

で、シンガポール国民は日本食が好きだそうだ。その上、日本酒も結構好まれ

ておるそうだ。  

長崎県産品の輸出のチャンスがありそうだ。  

 

また、日本へのリピーターは、個人的にＳＮＳなどを参考に７～８日間の期

間で行っており、都会ではなく田舎体験型、特に田植えや稲刈り、焼き物、酒

蔵ツアー等独自性で楽しみ、情報発信もよくしているらしい。  

オーチャードロードの高島屋デパートは、すごく人気があり素晴らしい経営

状況であるとのことであった。  

 

マリーナベイサイドのＩＲ  

 午後は、マリーナベイサンズのカジノを視察した。  

開発費 ７０億シンガポールドル  

２０１７年営業開始、延べ床面積 15,000 ㎡、地上 4 階、地下 1 階。  

ゲーム機台数 約 2,500 台、雇用者 9,000 人。  

ホテル客室 2,561 室、ショッピングモール 272 店舗。  

ＭＩＣＥ施設面積 ５階 120,000 ㎡、会議室 250 室。  

収容可能人数 45,000 人。  
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2015 年売上 29 億 5,240 万米ドル との事で、スケールの大きさにただ驚

くばかりである。  

ギャンブル依存症対策のポスター掲示、パンフレットの配布も数ヶ所してあ

った  

 

セントーサ島のリゾート「ワールドセントーサ」も、 24 日に視察した。  

 

夜はＪＴＢとシンガポール政府観光局の協力で「シンガポールナイト」の催

事があり、今回の長崎・大分・鹿児島三地区からの双方向チャーター便利用の

ガーデンラプソディ、グランドフォレスト、フラワードーム見物と夕食、くじ

引き、獅子舞いのショーがあった。日本でもシンガポールからのお客様への

おもてなしのショーがあっているとの事で、日本・シンガポールの相互交流

が活発になればと思う。グランドフォレスト、フラワードームともスケール

の大きい施設であった。  

 

 １１月２３日  

 午前１０時半 アポイントの日本政府観光局（ＪＮＴＯ）  

シンガポール事務所 ラッフルズ クェイ １６、豊隆ビル １５階  

 三宅正寿 所長、武藤成弘 次長 訪問  

シンガポールは、新学期が１月で１２月が学期末との事。  

昨年までマレーシア・クアラルンプール、インド・デリーが人気で  

年間 １３６万人の出国だそうである（人口 ５６１万人）  

２０～３０代の若い世代が、３～４月の春の桜・９～１１月の秋の紅葉に魅

力を持っている。  

 

 アジア特に中国中心の東アジアは香港が核で、東南アジアはシンガポール

が核でそこから各国へと散らばる。 日数 ８日間位欲しい。  

 

１０月末にチャンギ国際空港のターミナル４が完成し、ＬＣＣの利用がし

易くなった。また、自動チェックイン導入等入出国のスムーズ化を企ってい

る。しかし、双方向チャーターは、回数で条件が合わないと言われた。先日、

オーチャードの高島屋で、日本トラベルフェアがあり、多数のシンガポール

人が来店していたそうだ。高島屋はシンガポール人に人気があり、集客力も

あるとの事で、ＪＴＢ等との連携で更に強固になろう。また、日本の和牛の 
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ブランド牛も良く売れているそうだが、長崎牛はまだ売っていないそうだ。

そこで、高島屋でのフェアを核に長崎の観光や物産をもっと売り込まねばな

らないと感じた。  

 午後は、ＪＴＢシンガポール（アジアパシフィック本社）に久保所長を訪ね

た。アンソン ロード ７９番地  

 シンガポールから日本にお客を送り出しているが、１番人気は北海道・雪・

リンゴ等で、九州は１県ではなく、オール九州で対抗すべきだと言われた。ま

た、ＪＮＴＯ、ＪＥＴＲＯの所長さん達と同じ感覚で旅行日数、ＬＣＣ運行の

条件、周遊型観光、個人旅行，ＳＮＳ等の普及、ＪＲパス等外国人に向いた環

境整備が必要であると強調された。民間と行政の努力がまだまだ必要である

と感じさせられて、お別れした  

ＪＮＴＯ、ＪＥＴＲＯに長崎県関連のパンフレット類がないのは淋しかった。 

 

 夜は、ナイトサファリツアーに参加。食事付 8,000 円と安くはないが、日

本人にも人気が高いので、参加してみる。  

日本からの修学旅行生、一般ツアー、チャーター便のお客さんと日本人の比

率が高かった。熱帯の夜行性動物が放し飼いされており、目の付け所が良い

施設だと思った。広い土地があればの事であるが。  

 

 １１月２４日 最終日 午前 セントーサ島へ向かう。  

ケーブルカー（ロープウェイ）でセントーサ島に渡る。  

島内は、ケーブルカー、モノレール、バス、タクシーで周遊される。まず、Ｉ

Ｒがあるリゾートワールドセントーサを訪ねて見た。マリーナベイは「都市

中心部・高密度・商業的」がコンセプトだがセントーサは、「郊外・大型・多

様性」であり、家族・レジャー客がターゲットである。  

 

４９ｈａに、６６億シンガポールドルを投入し、ユニバーサルスタジオ、６ホ

テル、マリンライフパーク（水族館等） 15,000 ㎡、ゲーム機 2,160 台、売

上２４億１００万シンガポールドルの規模である。中に入ったが、老人、婦

人、若者、服装もカジュアル系が多く、別フロアでシンガポール人専用の区域

があり、カジノ規制、ギャンブル依存症防止等の対応が見られた。なお、マリ

ーナベイと共に、抑制の情報伝達（パンフレットや銀行ＡＴＭの未設置、入場

監視等）が，よくされていた。  
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 昼食を、リゾート内のレストランで子供や老人と一緒に食事。  

 

１４：００  

 シンガポール高島屋へと向かう。折しも、クリスマス商戦真っ只中で、特に

１階の催事場では子供向けのクリスマスプレゼントがフロア全部展示されて

おり、レジに並ぶ人は長蛇の列であった。２階以上は、ブランド品コーナー、

地下は食品売場で、日本食材も多くあった。また、２階の本屋は「紀の国屋」

で、日本の本、世界の本の売場面積も広く、稀に見る盛況ぶりであった。  

 

 夕方から政府が食物の屋台を集中して、衛生管理もし、国民・外国人に人気

のニュートンフードセンターに行き、食事。  

シンガポール最後の食事だから、地元の人に人気のチリクラブとチャーハン

を食べたが、あまり辛くなく、日本人に合う味だった。また、西洋人の客もい

っぱい来ており、真にグローバルなシンガポールである。  

 

 最後に、シンガポールは都市国家で、東京２３区程度の広さであるが、ガー

デンシティと言われるくらい、緑も多く、観光地としてコンパクトにまとめ

られ、歴史的にイギリスの影響もあり、魅力ある観光地であると思う。  

  

 チャンギ国際空港も、ターミナル４が完成し、東南アジアのハブ空港とし

て準備万端である。 さらに、地理的にも東南アジアから世界へのゲートウ

ェイと再確認させられた。  

 

 ホテルもほとんど高級ホテルで、大理石張り、高層で客室も５００以上、世

界の有名ホテル系列ばかりで、ロビー・フロントも吹き抜けで広々としてお

り、レストランもホテル内に和・洋・中華 数ヶ所あり、結婚式や各種国際会

議等十分対応できる体制であった。この様なデラックスホテルを長崎市・長

崎県内にも必要であると再認識した。  
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海 外 視 察 研 修 行 動 表 

月 日 時間 調査内容 

11 月 21 日  11:00 

16:15 

19:10 

 

 

 

 

21:45 

シルクエアー MI-8231 便長崎空港発 

シイガポール チャンギ国際空港着 

マリーナベイサンズよりオープントップバスにて出発  

 夜の観光（キラキラ夜景バス）  

 ガーデンズ・バイ・ザ・ベイ-ガーデンラプソディ  

マーライオン公園 

 オーチャードロードなど夜の街並み  

ホテル着 

11 月 22 日  10:30 

13:30 

16:30 

 

 

 

21:30 

ジェトロ訪問   石井淳子所長 

マリーナベイサンズ カジノ 

ホテル出発 

 ガーデンズ･バイ･ザ ･ベイで｢シンガポールナイト｣ 

 シンガポール政府観光局、ＪＴＢ、  

 チャーター便利用長崎･大分･鹿児島のツアー客  

ホテル着 

11 月 23 日  10:30 

 

 

13:00 

 

17:00 

 

22:30 

日本政府観光局（ＪＮＴＯ）  

 シンガポール事務所  

 三宅正寿所長、武藤成弘次長  

ＪＴＢシンガポール  

 久保裕一所長 

ホテル出発  

 ナイトサファリ 

ホテル着 

11 月 24 日  9:00 

 

14:00 

17:30 

19:30 

21:00 

ホテル出発 

 セントーサ島へ 

シンガポール高島屋(オーチャードロード) 

ニュートンフードセンター  

ホテル着 

ホテル出発 空港へ  

11 月 25 日  1:10 

8:20 

シルクエアー MI-8232 便シンガポール出発  

長崎着 

 


























































































